










東山元町ファサ ー ド
名古屋市千種区東山元町

ひがしやまもとまちふぁさ ー ど 三］
一宮の路上建築群 一宮市栄三丁目（銀座通りの道路上）

いちのみやのろじょうけんちくぐん
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この作品は東山丘陵の尾根筋を跨ぐよう 整ったこの界隈に おいても建物の更新は進

路上建築群の1守まいが確かにまちなみに潤 統合する架構には建築的強度がある。まち由 建築主 一宮市
建築主 高津伸生

裕建築計画＋ランドスキップ
んでおり、まちなみはゆっくりと変化している。

来の色彩を端部に施したり、メッシュによる光
設計者 ambientdesigns 

設計者
に通された生活道路に沿って建つ塀である。

いを与えているようで惹かれるものを感じた。 （アンピエントデザインズー級建築士事務所）
施工者 株式会社山富建設

新たに隣地を取得し間口が計50m程となっ この作品は、敷地の表構えとしてはその領域
の操作など、ディテ ー ルにもまちなみへの彩り 株式会社エコ建築考房一方で仮設的ファニチャー ヘの評価の立ち位 施工者

概 要 主要用途 門塀

造 鉄筋コンクリ ート造 一部鉄骨造 た土地に対して、既存家屋を残したまま境界 を顕在化させる具象的な物体であるが、界隈
置に対し、議論は大いに盛り上がった。社会 や環境性への意識が確認できた。そして期間 概 要 主要用途 休憩施設（ストリートファニチャー ）

構

に対してはその全体の在り方を表明する抽象 構 造 木造
階 数 ·

のみが作り直された。この界隈は きつい斜面
実験であるこの作品が、まちなみに対しどんな 限定設置の予定が、市民の高評価を得た事

数 ー階
敷地面積 • 

を造成した宅地であり、坂道と擁壁という景観 的な活動体として あり、それこそが本質と解釈
により現在まで延長設置されているという事実 敷地面積 ー

建築面積 • 
貢献をしうるのか。そもそも路上には多くの規

へのインパクトの大きい要素が存在する。それ できる。暮らしの滲出を超えて場所性の表出
制がかかり、造作物を仕掛けるには高いハ ード は、 仮設的ファニチャーもまちなみ形成に貢献 建築面積 ー

延床面積 ー

延床面積 ーらと向き合う表構えとして用いられたのは石と へと向かう取組として評価できるものであり、
ルがある。個別の介入が簡単には許されない しうることを体現していると感じた。

鉄。強固だが不変ではない素材が風化し朽ち まちのまとまり感の熟成・継承につながること
路上でのあり方をチェンジさせる。この作品に こうした社会実験が現行制度に風穴を開

て地形へ近づいていくことをイメージしたデザ を予感させる。 ●夏目欣昇 Yoshinori Natsume 
はそんな豊かなまちなみへとつながる示唆が け、はかなくも豊かな日常の風 景になる。その

インである。目線を切る高さまで積まれた堆積
あった。 契機になることを期待して、この作品にエ ール

岩の塀は擁壁との類比を感じさせ、塀上に間
意匠面で見ると、多方向へ体の姿勢を促す を送りたい。 ●谷田真 Makoto Tanida 

をとって水平に架設された錆仕上げのH型鋼
ベンチ配置や、ランドマ ーク的にそびえ立つ角

は坂道との対比を感じさせる。1970年代頃に
材など、人間スケールから都市スケールまでを
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